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群馬県

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全対策事業
中山間ふるさと・水と土保全推進事業



１．事業実施の基本方針

２．事業計画

単位：千円
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③

ふる水
第3-2-
(3)

グリーン・ツー
リズム（農泊
等）研修

県内大学に委託し、中山間地域の機能と地域資
源を再評価する調査を行い、地域活性化と課題
解決を図る。若者の視点とアイデアを活かし、
地域活性化の提案を行う。

市町村や交流・体験施設等が行う、グリーン・
ツーリズム（農泊等）の普及のために行う交流
イベントや体験メニュー等の開発のための調
査・研究等の活動を支援する。

ふる水
第3-2-
(1)

都市農村交流イベントの開催、体験メニュー開発のための調査・研究等、グリーン・ツーリズム（農泊等）の普及に係る段階的な取組を支援
し、５カ年で10回支援を行う。

②

①

ふる水
第3-2-
(1)

②

事業（取組）名 事業（取組）内容

達成す
べき目
標との
関連

・地域住民活動を推進する人材の育成
・施設や農地の利活用及び保全整備等の促進

５ヶ年間の事業(量)内容

各大学の取組について中間および成果発表会を通じて地域や関係者にフィードバックし、結果や効果を踏まえながら実施していく。５カ年での
べ20地区の活動調査を支援する。

ふる水
第3-2-
(1)

①

やま・さと応援
隊活動調査

農地等の有する多面的機能の良好な発揮および地域住民活動による地域活性化が図られることを目標とする。

５ヶ年で延べ20地区の計画を策定する。

環境に配慮した事業計画づくりを継続的に進めるため、５カ年で５回開催する。

中山間地域等における農業農村振興を目的とし
て、農業農村整備事業の実施予定地区の各種調
査及び計画概要の作成を行う。

ふる水
第3-2-
(1)

①

事業実
施要綱
上の該
当項目

中山間地域農業
農村整備調査計
画策定

総事業費

基盤整備の事業計画において、環境との調和に
関する事項について、学識経験者と地域住民代
表者等を含めた協議会を開催し、環境に配慮し
た事業計画づくりを行う。

目標年度

現状と課題

計画後の
目指す姿

令和６年度

環境情報協議会
の開催

中山間地域では、平坦地に比べて生産条件や生活条件が不利なことから、過疎化や高齢化が進展している。また、鳥獣害による営農意欲の低下等の要因も重なり、耕作放
棄地の増加や担い手の減少が懸念されている。このため、中山間地域の農業・農村が有する多面的な機能の発揮を図るため、地域特性に応じた生産基盤の整備を行うとと
もに、地域住民活動による地域の活性化が必要となっている。

事業実施の
基本方針

中山間元気創生
基盤整備構想策
定

地域住民活動推
進

地域興しマイス
ター制度

保全活動等の地域住民活動のリーダー等を全国
研修会等へ派遣する。

商品開発やグリーン・ツーリズム（農泊等）、
経営分析等、課題に対応した専門家を中山間地
域に派遣し、課題解決や地域活性化を図る。

グリーン・ツー
リズム（農泊
等）・キャラバ
ン支援

中山間地域等において、新規就農を希望する移
住者等の新たな人材が、地域の営農状況を踏ま
えて農業生産が行えるよう、農地や道水路、鳥
獣被害防止柵の設置等に係る基盤整備構想の策
定を行う。

５カ年で５地区の構想を策定する

グリーン・ツーリズム（農泊等）を実践する地域リーダーを育成するため、各地域の状況や課題を踏まえた研修を５カ年で５回開催する。

保全活動を実践する地域リーダーを育成するため、各地域の状況や課題を踏まえながら全国研修会等に５カ年で５回派遣する。

それぞれの地域の課題や取組の習熟度等に応じた専門家を５カ年で80回派遣する。

グリーン・ツーリズム（農泊等）の取組を行う
地域住民等を対象として、取組手法や事例等に
係る研修会を開催し、取組に係るリーダーを育
成する。

ふる水
第3-2-
(2)

②
ふる水
第3-2-
(2)

ふる水
第3-2-
(2)

①
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15,175 15,175 15,175 15,175 15,175 75,875

4,700 4,700 4,700 4,700 4,700 23,500

（実績額）

計画事業費中山間ふるさと・
水と土保全対策

事業
中山間ふるさと・
水と土保全推進

事業

計画事業費

（実績額）

保全活動の進展状況を確認しながら５年でのべ40地区を支援する。
地域住民組織が行う農地・農村景観の維持保全
活動を支援する。

④
棚田
第3-2-
(3)

活動内容や課題、改善策等について関係者で情報共有し、翌年度の活動にフィードバックしながら５カ年で５回実施する。

棚田地域保全活
動事業

③
ふる水
第3-2-
(3)

中山間地域活性化の取組についての認知度を高めるためには継続的な取組が重要と考えられるため、５カ年で20回配布する。

農業・農村整備
事業に係るＰＲ
資料作成

農業農村整備に関するＰＲポスターを作成する
とともに県内小学校等に配布し、理解醸成を図
る。

③
ふる水
第3-2-
(3)

５カ年で５回作成し、中山間地域活性化の取組についての認知度を高めるため継続的に取り組んでいく。

③

共同活動普及啓
発

中山間地域の多面的機能の発揮に係る理解醸成
を図るためのパンフレットを作成する。

地域資源の発掘や再評価など初期段階の取組から、体験交流施設等と連携した体験プログラムの開発やリーダーの育成等の取組まで、様々な段
階に応じた取組を対象とし、組織や活動の熟度に応じた支援を行う。５カ年で10回支援する。

地域連携システ
ム整備

市町村、ＮＰＯ法人等多様な関係者が参画した
地域ぐるみのワークショップ活動等により、都
市住民等を受け入れる地域連携システムを整備
する。

③
ふる水
第3-2-
(3)

中山間地域活性
化情報誌配布

５カ年で５回作成・配布し、中山間地域活性化の取組についての認知度を高めるため継続的に取り組んでいく。

中山間地域活性化に関する情報誌を関係機関に
配布する。

どろんっ子新聞
作成

農業農村整備に関するＰＲポスターを作成し、
県内小学校等に配布し、理解醸成を図る。

③
ふる水
第3-2-
(3)

情報更新や内容の見直しを図りながら５カ年で５回作成し、中山間地域活性化の取組についての認知度を高めるため継続的に取り組んでいく。

やま・さと応縁
隊活動調査

やま・さと応縁隊の活動に係る事例発表会を実
施する。

①
棚田
第3-2-
(2)

ふる水
第3-2-
(3)



３．事業実施の成果目標と実績

４．事業評価と対応

達成度

　

地域活性化に係る取組お
よび研修等の実施

②

④
地域住民活動による地域
の維持・活性化の実現

達成すべき目標

各種調査等による地域状
況の把握

①

事業実績の評価

外部有識者の所見 所見を踏まえた改善方針

　 　

①

②
地域活性化に係る取組お
よび研修等の実施

取組・研修等
の回数

90回 90回

各種調査等による地域状
況の把握

調査地区数
のべ55地

区
のべ55地

区

達成すべき目標 指標 基準値 目標値
年度ごとの実績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

④
地域住民活動による地域
の維持・活性化の実現

保全活動取組
地区数

のべ40地
区

のべ40地
区

③

備考

③
多面的機能に係る広報活
動の実施

多面的機能に係る広報活
動の実施

広報等の回数 55回 55回


